
 
◆夏季休業は健康管理に努めましょう◆ 
今年は、全国的に酷暑で、暦の上では立秋を過ぎましたが、まだ残暑が予想され
ます。気温の変化に気を付け、熱中症、夏風邪に気を付けて、実りのある夏休み
をお過ごしください。 
また、日頃から悩みがあったり、体調がすぐれない、など誰かに話を聞いてほしい
と感じている方はぜひこの夏季休業を利用し、お話しをしにきませんか。 
 
◆健康診断◆ 
4月～5月にかけて健康診断を実施しました。(受診率８７.２％） 
未受診のお知らせが届いた方は、指示に従って、外部の病院で健康診断を受け
るか問診票を提出してください。 
再検査項目のある方には、お知らせをしましたが、まだ再検査を受けていない方
は、保健管理センターまでお越しください。 
夏休みの間に、必要な検査や治療を終わらせましょう。 
 

◆目のケアは慎重に・・・◆   

★健康診断の結果でも、視力に合っていないメガネやコンタクトを利用している人が多
数おりました。せっかく矯正するのですから、きちんと定期的に眼科受診をして、自分に
合ったメガネ・コンタクトを装着しましょう。 
 

 

 

 



◆水の事故に注意しましょう◆ 
 

◆熱中症に注意◆ 

総務省消防庁によると今年の熱中症の搬送患者は7万8千人を超え、既に昨年の累計 

人数5万3千人を超えています。熱中症の正しい知識と処置を身に着け、自分と周りの 

人にも無理をせず・させず、健康管理に努めましょう。 

 

 熱中症の症状 

立ちくらみ   こむら返り   頭痛   吐き気、嘔吐  倦怠感、虚脱感   けいれん  高体温 

対策 

 ゆとりのある   水分補給     帽子を    黒っぽい服は   日かげや涼しい   体調が悪い時 
風通しの良い服装           かぶる   熱を集めやすい  場所で休憩する   は運動を控える   

                                ので避ける                                                     
応急処置 

熱中症のような症状が生じた場合は、 

１．日かげ、冷房の効いた部屋で横になる 

２．経口補水液で水分・塩分を補給する 

３．脇・脚の付け根、首を冷やす 

４．意識がない場合、判断に迷う場合は、即、救急車を呼ぶ 

 


